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［就学前児用］

ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、１２月２４日（火）までに
ご投函ください。（切手を貼らずにお出しください。住所・氏名を記入する必要はありません。）

【問い合わせ先】

杉並区保健福祉部 子育て支援課 計画推進担当 電話 ０３-３３１２-２１１１（代表）

（内線１３６２）

調査へのご協力のお願い

日頃より杉並区の子育て支援施策にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

杉並区では、次代を担う子どもたちが健やかに成長できるよう様々な子育て支援施策を実施して

おりますが、平成27 年度から「子ども・子育て支援新制度」（新制度のあらましは、同封の国が作

成したリーフレットをご覧ください）の実施が予定されている中で、今まで以上の施策の充実を目

指して「杉並区子ども・子育て支援事業計画」を策定することといたしました。

本調査は、今後の計画づくりに向けて、小学校入学前のお子さんに対する子育てサービスの利用

状況や今後の利用希望等に関する保護者の皆さまのご意見等を把握するために実施するもので、よ

り実態に即した計画とするためにも、多くの皆さまからご回答いただくことが重要と考えています。

調査票は、区内にお住まいの小学校入学前のお子さんを無作為に選ばせていただき、その保護者

の方にお送りしています（なお、別途小学生のお子さんがいる保護者の皆さまへも調査を行ってい

ます）。

またご回答いただいた内容は、すべて統計的に処理され、個々の内容やプライバシーに関わる内

容が公表されたり、他の目的に利用されることは一切ありません。

お忙しい中ご負担をおかけしますが、この調査の趣旨をご理解いただき、是非ともご協力くださ

いますよう、お願い申し上げます。

平成25年１２月

杉並区子育て支援に関するニーズ調査

杉並区長 田 中 良

１ この調査は、封筒の宛名のお子さんの保護者の方がご記入ください。

２ 特にことわり書きがない設問は、封筒の宛名のお子さんについてお答えください。

また、親族の続柄の記載がある設問は、封筒の宛名のお子さんからみた関係でお答え

ください。

３ 選択肢に番号がある設問は、該当の番号に○印を付けてください。○印の数は「１

つに○を」「すべてに○を」と表示していますので、それに合わせてください。また、

「その他」を選択された場合は、（ ）内にその内容をご記入ください。

４ □がある欄には、設問の答えとなる数字をご記入ください。なお、時間（時刻）を

記入いただく欄は、24 時間制（例：午後６時は１８時）でご記入ください。

５ 同封の「施設・事業のあらまし」に、施設や事業の説明が書かれていますので、調

査回答前にお読みくださいますよう、お願いいたします。

６ 設問によって回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印

に従って回答してください。特にことわりのない場合は、次の設問に進んで下さい。

～ご記入にあたってのお願い～

資料１０
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問１ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。

問２ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数字

でご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。

問３ お住まいの町名をおうかがいします。当てはまる答えの番号１つに○をつけてください。

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。当

てはまる番号１つに○をつけてください。

問５ 宛名のお子さんの保護者の状況についてうかがいます。それぞれの欄について、当てはまるものに１

つずつ○をつけてください。

１ 阿佐谷北 ７ 梅里 13 上高井戸 19 下高井戸 25 成田東 31 本天沼

２ 阿佐谷南 ８ 永福 14 久我山 20 松庵 26 西荻北 32 松ノ木

３ 天沼 ９ 大宮 15 高円寺北 21 善福寺 27 西荻南 33 南荻窪

４ 井草 10 荻窪 16 高円寺南 22 高井戸西 28 浜田山 34 宮前

５ 和泉 11 上井草 17 清水 23 高井戸東 29 方南 35 桃井

６ 今川 12 上荻 18 下井草 24 成田西 30 堀ノ内 36 和田

１ 母親 ２ 父親 ３ その他（ ）

母 親 父 親

１ 一緒に住んでいる

２ 単身赴任や入院などで一時的に別に住んでいる

３ 別居している

４ 死亡、離婚、未婚などでいない

１ 一緒に住んでいる

２ 単身赴任や入院などで一時的に別に住んでいる

３ 別居している

４ 死亡、離婚、未婚などでいない

はじめに封筒の宛名のお子さんとご家族についてうかがいます

平成 年 月生まれ

きょうだい数 □ 人 末子の生年月 平成 年 月生まれ
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問６ 宛名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で当てはまる番

号１つに○をつけてください。

問７ 日頃、宛名のお子さんを預かってもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。

問７-１ 問７で「1.」または「2.」に○をつけた方にうかがいます。祖父母等の親族にお子さんを預かって

もらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

問７-２ 問７で「3.」または「4.」に○をつけた方にうかがいます。友人・知人に預かってもらっている状

況についてお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

１ 父母ともに ３ 主に父親 ５ その他（ ）

２ 主に母親 ４ 主に祖父母

１ 日常的に、祖父母等の親族に預かってもらえる

２ 緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる

３ 日常的に、子どもを預かってもらえる友人・知人がいる

４ 緊急時もしくは用事の際には、子どもを預かってもらえる友人・知人がいる

５ いずれもいない

１ 心配することなく、安心して子どもを預かってもらえる

２ 祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

３ 祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４ 子どもの親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６ その他（ ）

１ 心配することなく、安心して子どもを預かってもらえる

２ 友人・知人の身体的負担が大きく心配である

３ 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４ 子どもの親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５ 子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６ その他（ ）

子育ての環境についてうかがいます

問７-１へ

問７-２へ

問８へ

問８へ

問８へ
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問８ 宛名のお子さんの子育てをする上で、心配や悩みがありますか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。

問９ 宛名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。または、相談できる場所はあ

りますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

問９-１ 問９で「１ いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育てに関して、気軽に相

談できる先は誰（どこ）ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

問１０ 子育てをする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートがあればよいとお

考えでしょうか。ご自由にお書きください。

１ 子どもの健康や発育成長のこと 11 養育費や教育費など経済的なこと

２ 子どもの栄養や生活習慣 12 仕事との両立の負担

３ 子どものしつけや接し方 13 家事や介護などとの両立の負担

４ 遊ばせ方や友達のこと 14 地域や社会から孤立している感じ

５ 子どもの病気や障害のこと 15 回答者自身や家族の健康問題

６ 子どもの進学や将来のこと 16 配偶者や親せきなどの人間関係

７ 子育てを助けてくれる人がいない 17 子どもの親同士の人間関係

８ 相談できる人がいない、相談先が分からない 18 その他

９ 子育てに自信が持てない

10 子どもにイライラしたり子育てを負担に感じる 19 特に心配や悩みはない

１ いる／ある ⇒ 問９-１へ ２ いない／ない ⇒ 問１０へ

１ 配偶者 ９ 保健所・保健センターの職員

２ 祖父母等の親族 10 子ども家庭支援センターの職員

３ 友人・子育て仲間 11 かかりつけの医師

４ 近所の人 12 地域の乳幼児の交流の場（つどいの広場など）の職員

５ 保育園の先生 13 塾や習い事の先生

６ 幼稚園の先生 14 区や東京都などの公的相談機関（電話相談・メール相談を含む）

７ 児童館の職員 15 民間の相談機関（電話相談・メール相談を含む）

８ 民生・児童委員 16 その他（ ）



5

宛名のお子さんの保護者の現在の就労（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。ひとり親家庭の

場合は、該当する保護者の欄にご記入下さい。

問１１ 当てはまる就労状況を、「母親」「父親」それぞれの欄の番号に１つ〇をつけてください。

問１１-１ 問 1１でフルタイムまたはパート・アルバイトで就労しているに○をつけた方にうかがいます。

１週あたりの就労日数・就労時間（残業時間を含む）などをお答えください。就労日数や就労時間

が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の

方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時間は(例)８～１８時のように２４時間制で

ご記入ください。

就労状況 母 親 父 親

平均的な仕事の

日数、時間

1週当たり 日

1日当たり 時間 分

1週当たり 日

1日当たり 時間 分

働いている曜日に

〇をつけてください
月 火 水 木 金 土 日 不定期 月 火 水 木 金 土 日 不定期

出勤・帰宅の時刻
家を出る時刻 時 分

帰 宅 時 刻 時 分

家を出る時刻 時 分

帰 宅 時 刻 時 分

在宅勤務の方は

仕事開始・終了時刻

仕 事 開 始 時 分

終 了 時 分

仕 事 開 始 時 分

終 了 時 分

就労状況 母 親 父 親

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ⇒問１１-１へ １ １

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である ２ ２

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ３ ３

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である ４ ４

就労していないまたは求職中である ⇒問１３へ ５ ５

保護者の就労状況についてうかがいます

ここで言う「フルタイム」とは１週間に５日・１日８時間程度の仕事をさします。

「パート・アルバイト等」とはフルタイム以外の就労をさします。

問１１-１、
問１２へ

⇒
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問１２ 問1１で「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である」に○をつけた方にうかがいます。

フルタイムへの転換希望はありますか。「母親」「父親」それぞれの欄の、当てはまる番号に１つ○

をつけてください。「フルタイム」とは１週間に５日・１日８時間程度の仕事をさします。

今後の希望 母 親 父 親

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 ３ ３

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい ４ ４

問１３ 問1１で「就労していないまたは求職中である」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、

問１４へお進みください。

就労したいという希望はありますか。母親、父親の当てはまる番号・記号に○をつけ、該当する□

内には数字をご記入ください。

（１）母 親

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２ １年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

希望する就労形態（記号に○をつけ、「イ」を選んだ場合は□内に数字をご記入ください）

ア フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労）

イ パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

１週当たり 日 １日当たり 時間

（２）父 親

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２ １年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

希望する就労形態（記号に○をつけ、「イ」を選んだ場合は□内に数字をご記入ください）

ア フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労）

イ パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

１週当たり 日 １日当たり 時間
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問１４ 宛名のお子さんは現在、保育園や幼稚園など問１４-１に示した施設・事業を定期的に利用されてい

ますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

＊ここでいう「定期的」とは、月単位で定期的に利用している場合をさします。

１ 利用している ⇒ 問１４-１,２,３,４へ ２ 利用していない ⇒ 問１４-５へ

問１４-１ 問1４-１～ 問１４-４は、問1４で「1 利用している」に○をつけた方にうかがいます。

宛名のお子さんは、平日どのような施設・事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」

利用している事業の番号すべてに○をつけてください。１～１２に○をつけた方は、施設の名称も

お書き下さい。

＊施設・事業の詳しい説明は、同封した「施設」「事業」のあらまし」をご覧ください。

１．認可保育園 13．ベビーシッター．

２．認証保育所 14．ファミリー・サポート・センター

３．杉並区保育室 15．その他

４．グループ保育室

５．小規模保育室

６．幼稚園

７．幼稚園の預かり保育

８．区立子供園

９．認定こども園

10．家庭福祉員（保育ママ）、家庭福祉グループ

11．その他の認可外の保育施設（ベビーホテル等）

12．事業所内保育施設

１～１２を利用している方は施設名をお書きください（１０を選んだ方は福祉員の氏名またはグループ名）

宛名のお子さんの平日の保育園・幼稚園等の利用状況についてうかがいます
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問１４-２ 問１４-１で○をつけた施設・事業について、どのくらい利用していますか。また、希望として

はどのくらい利用したいですか。1週当たり何日、1日当たり何時間（何時から何時まで）かを、

□に数字（２４時間制）でご記入ください。複数の施設・事業を利用または希望している場合は、

それらを合計した時間をご記入ください。

（１）現 在

１週当たり 日 １日当たり 時間 （ 時～ 時）

（２）希 望

１週当たり 日 １日当たり 時間 （ 時～ 時）

問１４-３ 現在、利用している施設・事業の実施場所（町名）に○をつけてください。

（複数回答可）

Ⅰ 杉並区内 ⇒

Ⅱ 杉並区以外

１ 阿佐谷北

２ 阿佐谷南

３ 天沼

４ 井草

５ 和泉

６ 今川

７ 梅里

８ 永福

９ 大宮

10 荻窪

11 上井草

12 上荻

13 上高井戸

14 久我山

15 高円寺北

16 高円寺南

17 清水

18 下井草

19 下高井戸

20 松庵

21 善福寺

22 高井戸西

23 高井戸東

24 成田西

25 成田東

26 西荻北

27 西荻南

28 浜田山

29 方南

30 堀ノ内

31 本天沼

32 松ノ木

33 南荻窪

34 宮前

35 桃井

36 和田

問１４-４ 平日に定期的に施設・事業を利用されている理由についてうかがいます。理由として当て

はまる番号すべてに○をつけてください。

１ 子どもの教育や発達のため

２ 子育てをしている方が現在就労している

３ 子育てをしている方が就労予定がある／求職中である

４ 子育てをしているほうが家族・親族などを介護している

５ 子育てをしている方に病気や障害がある

６ 子育てをしている方が学生である

７ その他（ ）
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問１４-５ 問1４で「２ 利用していない」に○をつけた方にうかがいます。利用していない理由は何ですか。

当てはまる番号すべてに○をつけてください。

１ 母親または父親がみている

２ 子どもの祖父母や親戚の人がみている

３ 近所の人や父母の友人・知人がみている

４ 利用したいが、施設や事業に空きがない

５ 利用したいが、経済的な理由で施設・事業を利用できない

６ 使用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

７ 利用したいが、事業の質や場所など、納得できる施設・事業がない

８ 利用したいが、子ども本人の病気や障害のため利用できない

９ 利用したいが、利用資格がない（就労していないなど）

10 子どもがまだ小さいため⇒（ 歳くらいになったら利用しようと考えている）

11 その他（ ）

問１５ すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さん

について、今後平日に、「定期的に」利用したいと考える施設・事業をお答えください。当てはまる

番号すべてに○をつけてください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。

＊施設・事業の詳しい説明は、同封した「施設」「事業」のあらましをご覧ください。

１ 認可保育園 10 家庭福祉員（保育ママ）、家庭福祉グループ

２ 認証保育所 11 その他の認可外の保育施設（ベビーホテル等）

３ 杉並区保育室 12 事業所内保育施設

４ グループ保育室 13 ベビーシッター

５ 小規模保育室 14 ファミリー・サポート・センター

６ 幼稚園 15 その他

７ 幼稚園の預かり保育

８ 区立子供園

９ 認定こども園

問１５-１ 利用したい施設・事業の場所についてうかがいます。希望の町名に○をつけてください。

（複数回答可）

Ⅰ 杉並区内 ⇒

Ⅱ 杉並区以外

１ 阿佐谷北

２ 阿佐谷南

３ 天沼

４ 井草

５ 和泉

６ 今川

７ 梅里

８ 永福

９ 大宮

10 荻窪

11 上井草

12 上荻

13 上高井戸

14 久我山

15 高円寺北

16 高円寺南

17 清水

18 下井草

19 下高井戸

20 松庵

21 善福寺

22 高井戸西

23 高井戸東

24 成田西

25 成田東

26 西荻北

27 西荻南

28 浜田山

29 方南

30 堀ノ内

31 本天沼

32 松ノ木

33 南荻窪

34 宮前

35 桃井

36 和田
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問１６ 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的に利用したい施設・事業の希望はあり

ますか（一時的な利用は除きます）。施設・事業の内容は「問１４－１」に示したものです。

希望がある場合は、利用したい時間帯を□に２４時間制でご記入ください。なお、これらの事業の利

用には、一定の利用者負担が発生します。

（１）土曜日

１ 利用する必要はない 利用したい時間帯

２ ほぼ毎週利用したい

３ 月に１～２回は利用したい 時から 時まで

（２）日曜日・祝日

１ 利用する必要はない 利用したい時間帯

２ ほぼ毎週利用したい

３ 月に１～２回は利用したい 時から 時まで

問１６-１ 問1６の（１）もしくは（２）で、「３ 月に１～２回は利用したい」に○をつけた方にうかが

います。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。

１ 月に数回仕事が入るため

２ 平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

３ 親族の介護や手伝いが必要なため

４ リフレッシュのため

５ その他（ ）

問１７ 問１４－１で「幼稚園」「区立子供園」を利用されている方にうかがいます。宛名のお子さんにつ

いて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の施設・事業の利用を希望しますか。希望がある場合は、

利用したい時間帯を、□に２４時間制でご記入ください。

１ 利用する必要はない 利用したい時間帯

２ ほぼ毎日利用したい

３ 週に数日利用したい 時から 時まで

問１７-１ 問1７で、「3 週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。毎日ではなく、たまに利

用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

１ 週に数回仕事が入るため

２ 買い物等の用事をまとめて済ませるため

３ 親等親族の介護や手伝いが必要なため

４ リフレッシュのため

５ その他

（ ）

宛名のお子さんが土曜・休日や長期休暇中に「定期的に」利用したい施設・事業等の

希望についてうかがいます
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問１８ 平日に定期的に施設・事業を利用していると答えた保護者の方（問1４ で１に○をつけた方）にう

かがいます。利用していらっしゃらない方は、問１９にお進みください。

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の施設・事業が利用できなかったことはありますか。

１ あった ⇒ 問１８-１へ ２ なかった ⇒ 問１９へ

問１８-１ 宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している施設・事業が利用できなかった場合に、この

１年間にとった行動として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご

記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください）。

１年間の対処方法 日数

ア 父親が仕事を休んだ 日

イ 母親が仕事を休んだ 日

ウ 父親または母親のうち就労していない方が子どもを見た 日

エ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 日

オ 病児・病後児の保育を利用した 日

カ ベビーシッターを利用した 日

キ ファミリー・サポート・センターを利用した 日

ク 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 日

ケ その他（ ） 日

問１８-２ 問1８-１で「ア.」「イ.」のいずれかに回答した方にうかがいます。

子どもの病気やケガで父親または母親が休んだ際、「できれば病児・病後児のための保育施設等

を利用したい」と思われましたか。当てはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字で

ご記入ください。

（病児・病後児保育とは、一時的な病気等で通常の施設等が利用できない場合に、お子さんを預

かる事業です。事前に登録が必要で、当日医師が利用の判断をします。１日2,500円かかります。）

１ できれば病児・病後児保育施設等を利用したいと思った ⇒ 日 ⇒ 問１９へ

２ 利用したいとは思わなかった ⇒ 問１８-３へ

宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます

（平日の施設・保育を利用する方のみ）

問18-2へ
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問１８-３ 問1８-２で「２ 利用したいとは思わなかった」に○をつけた方にうかがいます。

そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。

１ 病気の子を他人にみてもらうのは不安

２ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない

３ 利用料がかかる・高いから

４ 親が仕事を休んで対応できるから

５ その他（ ）

問１９ 宛名のお子さんは、現在、親子が集まって過ごす、以下の事業を利用していますか。次の中から、

利用されているものすべてに○をつけてください。また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字

でご記入ください。

１ つどいの広場

１週当たり 回 もしくは １か月当たり 回程度

２ 児童館のゆうキッズ

１週当たり 回 もしくは １か月当たり 回程度

３ きずなサロン

１週当たり 回 もしくは １か月当たり 回程度

４ その他の親子の集まりの場（具体名： ）

１週当たり 回 もしくは １か月当たり 回程度

５ 利用していない

宛名のお子さんの地域での親子の集りの利用状況についてうかがいます

つどいの広場 ： 乳幼児親子が集り交流する場で、区内に5か所（八成、上荻、馬橋、堀ノ内、宮前）

があります。利用料は1回１００円

ゆうキッズ ： 区立の児童館でおこなっている、乳幼児親子の集りの場です。

利用料は無料です（材料費等がかかる場合があります）

きずなサロン ： 社会福祉協議会に登録して、地域の方々の交流のために自宅や施設などの場を提供

する事業です。利用料は1回１００～２００円程度です
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問２０ 問１９のような乳幼児親子の集りの場について、今は利用していないができれば今後利用したい、

あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号一つに○をつけて、おおよその利用

回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。

１ 利用していないが、今後利用したい

１週当たり 回 もしくは １か月当たり 回程度

２ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

１週当たり 更に 回 もしくは １か月当たり 更に 回程度

３ 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

問２１ 乳幼児親子の集まりを利用する際に、大事だと思う点はどのようなことですか。当てはまるものす

べてに○をつけてください。

１ 自宅に近い ６ 利用者同士がゆっくり話したり過ごすことができる

２ 子どもを遊ばせるプログラムがある ７ 保育士・保健師・助産師などによる専門的な相談ができる

３ 保護者が楽しめるプログラムがある ８ 気軽に育児の相談ができる

４ 知り合いがいる ９ 料金が安い

５ 子育ての情報がたくさんある 10 子育て応援券が使える

11 その他（ ）

問２２ 宛名のお子さんについて、保護者の私用（買い物、リフレッシュ等）、通院、不定期の就労等の目

的で、不定期に利用している預かり事業はありますか。ある場合は、当てはまる番号すべてに○をつ

け、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。

１ 保育園の一時保育やひととき保育 （一日単位で利用する一時預かり事業） 日

２ 幼稚園・子供園の預かり保育

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）
日

３ ファミリー・サポート・センター

（社会福祉協議会に登録する地域の協力会員が、子どもを預かる事業）
日

４ ベビーシッター 日

５ その他（ ） 日

６ 利用していない

宛名のお子さんの一時預かり等の利用についてうかがいます
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問２３ 宛名のお子さんについて、保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を

利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、

必要な日数をご記入ください（目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください）。

１ 利用したい
ア 私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 日

イ 冠婚葬祭、学校行事、一時的な通院等 日

ウ 定期的な通院や療育など 日

エ 不定期の就労 日

オ その他（ ） 日

２ 利用する必要はない

問２４ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さんを泊

りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先

が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間にとった行

動として当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数

字でご記入ください。

１ あった
ア 親族・知人にみてもらった 泊

イ ショートステイ（宿泊を伴う預かり事業）を利用した 泊

ウ ベビーホテル、ベビーシッターを利用した 泊

エ やむをえず子どもを同行させた 泊

オ やむをえず子どもだけで留守番をさせた 泊

カ その他（ ） 泊

２ なかった

問２４-１ 問2４で「1 あった ア 親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。

⇒ア 以外を選択した方は 問２５へ

その場合の困難度はどの程度でしたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

１ 非常に困難 ２ どちらかというと困難 ３ 特に困難ではない
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問２５ 宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたい

と思いますか。１～４年生と５～６年生それぞれに希望する番号に○をつけるとともに、週当たり日

数をご記入ください。

また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間（２４時間制）もご記入ください。先のこ

とになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。

＊施設・事業の詳しい説明は、同封した「施設」「事業」のあらましをご覧ください。

放課後の過ごし方 １～４年生 ５～６年生

１ 自宅 週 日くらい 週 日くらい

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週 日くらい 週 日くらい

３ 習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
週 日くらい 週 日くらい

４ 児童館 （学童クラブを除く） 週 日くらい 週 日くらい

５ 学童クラブ
週 日くらい

下校時から 時まで

週 日くらい

下校時から 時まで

６ 小学校校庭開放、放課後子ども教室 週 日くらい 週 日くらい

７ ファミリー・サポート・センター 週 日くらい 週 日くらい

８ その他（公園など） 週 日くらい 週 日くらい

問２６ 問2５で「５ 学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。宛名のお子さんについて、土曜日と日

曜日・祝日、夏休みや冬休みなどの長期休暇中の、学童クラブの利用希望はありますか。（１）（２）

（３）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□

内に２４時間制でご記入ください。

（１）土曜日

１ １～４年生の間は利用したい 利用したい時間帯

２ ５～６年生になっても利用したい 時から 時まで

３ 利用する必要はない

（２）日曜日・祝日

１ １～４年生の間は利用したい 利用したい時間帯

２ ５～６年生になっても利用したい 時から 時まで

３ 利用する必要はない

（３）夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

１ １～４年生の間は利用したい 利用したい時間帯

２ ５～６年生になっても利用したい 時から 時まで

３ 利用する必要はない

宛名のお子さんが5歳以上の方に、小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます

５歳未満の方は、問27へ
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問２７ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、

父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。

母 親 父 親

１ 働いていなかった

２ 取得した（取得中である）

３ 取得していない

１ 働いていなかった

２ 取得した（取得中である）

３ 取得していない

問２７-１ 問２７で「３ 取得していない」に○をつけた方にうかがいます。取得しなかった理由は何ですか。

当てはまる理由を「母親」「父親」それぞれの欄の当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。

理 由 母 親 父 親

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった １ １

仕事が忙しかった ２ ２

（産休後に）仕事に早く復帰したかった ３ ３

仕事に戻るのが難しそうだった ４ ４

昇給・昇格などが遅れそうだった ５ ５

収入減となり、経済的に不安があった ６ ６

保育所（園）などに預けることができた ７ ７

配偶者が育児休業制度を利用した ８ ８

制度を利用する必要がなかった ９ ９

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 10 10

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 11 11

その他（ ） 12 12

問２７-２ 問２７で「２ 取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。

⇒ 該当しない方は、問２８へ

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。「母親」「父親」の当てはまる欄に１つ○をつけてく

ださい。

母 親 父 親

育児休業取得後、職場に復帰した １ １

現在も育児休業中である ２ ２

育児休業中に退職した ３ ３

すべての方に、育児休業や短時間勤務制度などの利用についてうかがいます

問２７-３へ

問２８へ

問２７-９へ
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問２７-３ 問２７-２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。

育児休業から職場に復帰したのは、いつでしたか。どちらか１つに○をつけてください。

※年度初めでの認可保育園入園を希望して、育児休業を切り上げて一時的に認可外保育施設に入

所した場合なども「１」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、

実際には希望する保育園に入園できなかったという場合も「１」を選択してください。

母 親 父 親

年度初めの入所に合わせたタイミングだった １ １

それ以外だった ２ ２

問２７-４ 問２７-２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先

の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入

ください。

母 親 父 親

実際の育児休業取得期間 歳 か月 歳 か月

希望の育児休業期間 歳 か月 歳 か月

問２７-５ 問２７-４で 実際の復帰と希望が異なる方 にうかがいます。

希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。｢母親｣「父親」の当てはまる理由

すべての欄に○をつけてください。

（１）「希望」より早く復帰した方

母 親 父 親

希望する保育園に入るため １ １

配偶者や家族の希望があったため ２ ２

経済的な理由で早く復帰する必要があった ３ ３

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため ４ ４

その他（ ） ５ ５

（２）「希望」より遅く復帰した方 ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。

母 親 父 親

希望する保育園に入れなかったため １ １

自分や子どもなどの体調が思わしくなかった ２ ２

配偶者や家族の希望があったため ３ ３

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため ４ ４

子どもをみてくれる人がいなかったため ５ ５

その他（ ） ６ ６
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問２７-６ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子

さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入ください。

（１）母 親 歳 か月

（２）父 親 歳 か月

問２７-７ 問２７-２で「1 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。「母親」「父親」それぞれ

当てはまる欄１つに○をつけてください。

母 親 父 親

短時間勤務制度を利用した １ １

短時間勤務制度を利用しなかった ２ ２

問２７-８ 問２７-７で「短時間勤務制度を利用しなかった」と回答した方にうかがいます。

短時間勤務制度を利用しなかった理由はなんですか。「母親」「父親」それぞれの欄の当てはま

る番号すべてに○をつけてください。

母 親 父 親

職場に短時間勤務制度をとりにくい雰囲気があった １ １

仕事が忙しかった ２ ２

短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に不安があった ３ ３

短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる ４ ４

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した ５ ５

配偶者が無職、祖父母の親族にみてもらえる等、制度を利用する必要がなかった ６ ６

職場に短時間制度がなかった（就業規則に定めがなかった） ７ ７

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった ８ ８

その他（ ） ９ ９

問２７-９ 問２７-２で「2. 現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。

宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる施設・事業があれば、１歳になるまで育児

休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。｢母親｣「父

親」それぞれに当てはまる欄の番号１つに○をつけてください。

母 親 父 親

１歳になるまで育児休業を取得したい １ １

１歳になる前に復帰したい ２ ２

問２７-８へ
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問２８ 杉並区は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号に１つ〇をつけてください。

１ 子育てしやすいまちだと思う

２ どちらかというと子育てしやすいまちだと思う

３ どちらともいえない

４ どちらかというと子育てしやすいまちだと思わない

５ 子育てしやすいまちだと思わない

問２９ 今後も、杉並区で子育てをしていきたいと思いますか。当てはまる番号に１つ〇をつけてください。

１ ずっと杉並区で子育てをしていきたい

２ 当分の間は杉並区で子育てをしていきたい

３ できれば杉並区以外の区市町村で子育てをしたい

４ 近いうちに転出するつもりである

５ その他（ ）

問３０ 最後に、杉並区の子育て環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。

質問は以上で終わりです。調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、１２月２４日（火）までにご投函ください。

杉並区の子育てについてうかがいます



ニーズ調査票【就学前児用】に記載されている「施設」「事業」のあらまし

【保育施設・保育事業】■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■
保育施設とは、保護者が仕事や病気などでお子さんの保育ができない、０歳から小学校就学前までのお子さんが対

象です。施設によってお預かりできる年齢が違います。それぞれの施設のあらましは以下の通りです。記載されている

保育料金は 1 か月あたりの料金です。

〇認可保育園（認可保育所）
国の基準を満たした保育所のことで、区立と私立があります。

＊対象：０歳児から預かる園、１歳児から預かる園、また１～２歳を預かる園などがあります。

＊開所時間：区立は 7 時 30 分～18 時 30 分で、理由に応じて 19 時 30 分まで延長できる園があります。私立

はそれぞれの施設で保育時間が決まっています。

＊保育料：0 円～68,500 円の範囲で、子どもの年齢、親の収入などにより異なります。

〇認証保育所
都の基準に合わせた保育施設で、すべての園で 0 歳児から預けることができます。また、13 時間以上（例：7 時

30 分～20 時 30 分）開所しています。

＊対象：０歳から小学校入学前まで預かる園と、０歳から２歳まで預かる園があります。

＊開所時間、保育料：施設により異なります。

〇杉並区保育室
杉並区が独自に整備した保育施設で、定員が１５～５２人の比較的小規模の施設です。

＊対象：施設によりお預かりするお子さんの年齢が限られています。

＊開所時間：7 時 30 分～18 時 30 分

＊保育料：7,000 円～54,000 円の範囲で、お子さんの年齢、保育時間、親の収入などにより異なります。

〇グループ保育室
保育士・教員などの資格を有する区民のグループに委託している、区独自の保育室です。

＊対象：０歳～３歳未満のお子さんを預かります。

＊開所時間：7 時 30 分～18 時 30 分

＊保育料：45,000 円～54,000 円の範囲で、保育時間により異なります。

〇家庭福祉員（保育ママ）、家庭福祉員グループ
一定の資格を持ち、区長の認定を受けた家庭福祉員が、自宅等で家庭的に保育します。一人の福祉員さんが３～５

人預かります。また、複数の福祉員さんがグループで６～９人預かるところもあります。

＊対象：０歳から３歳未満のお子さんを預かります。

＊開所時間：原則として、８時３０分～１７時

＊利用料は月～金曜で 21,000 円です。

〇小規模保育所（東京スマート保育）
杉並区の基準に合わせた施設で、６～１９人の定員で保育をする、小規模の施設です。

＊対象：０歳～２歳児

＊開所時間：7 時 30 分～18 時 30 分

＊保育料：お子さんの年齢、保育時間等により異なります。

〇事業所内保育施設
企業が主に従業員用に運営する保育施設です。

〇その他の認可外保育施設（ベビーホテルなど）
民間の事業者が独自に設置する保育施設で、保育時間や利用料や対象者などはそれぞれの施設で異なります。

〇ベビーシッター
民間の事業所が、保育者を子どもの自宅に派遣して預かる事業。対象者や利用料は事業者によりさまざまです。

〇ファミリーサポートセンター
区が社会福祉協議会に委託している事業で、研修を受けた区民（協力会員）がお子さんの一時預かりや送迎などを

行います。おおむね１０歳までのお子さんが利用できます。事前に登録が必要です。

＊利用時間：６時から２２時

＊利用料：9 時～20 時までは、1 時間８００円 6 時～9 時と 20 時～22 時は１０００円

「杉並区子育て支援に関するニーズ調査」の調査票に書かれている施設・事業の概要は以下のとおりです。回

答の参考にしてください。

・時間や料金等は平成 25 年 11 月現在の数字です。

・料金については一部の事業を除き、補助や免除の制度があります。制度の利用には一定の条件があります。



〇一時保育
区の子育てサポートセンターや一部の保育園でおこなっている、一時的にお子さんを預かる事業です。保護者

の私用など理由を問わず、一時間単位で預かります。予約が必要です。

＊利用料：子育てサポートセンターの利用料は１時間 500 円。給食 200 円。それ以外は施設により料金が異な

ります。

〇ひととき保育
地域のＮＰＯや民間事業者が一時的にお子さんを預かる事業です。保護者の私用など理由を問わず、一時間単位で

預かります。

＊利用料：一時間 800 円（一部 600 円）。食費が別途かかる場合があります。

〇ショートステイ
保護者が病気、出産などで一時的にお子さんを養育できない時に、区内の施設で宿泊してお子さんをお預かりする

事業です。対象は０歳から１２歳までのお子さんです。

＊利用料：２歳未満は１泊２日 5,000 円（1 日増えるごとに 2,500 円）

２歳以上は１泊２日 4,300 円（1 日増えるごとに 2,150 円）

【幼稚園・認定こども園・区立子供園】■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■
満 3 歳から小学校就学前までのお子さんを対象に、幼児教育を行う施設です。（施設によって対象年齢が異なります。）

〇幼稚園
小学校就学前の教育施設です。区内には私立幼稚園が４２園あります。定員や保育料等は園により異なります。

〇幼稚園の預かり保育
幼稚園が、在園児を対象に、通常の教育時間の前後や夏休み等の長期休暇中に、お子さんを一時的に預かり保育す

る事業です。実施の有無や利用時間、利用料等は園によって異なります。

〇認定こども園
東京都から認定こども園として認定を受け、小学校就学前の幼児を対象に教育と保育を一体的に行う施設です。区

内には私立の認定こども園が 2 か所あります。利用料等は施設により異なります。

〇区立子供園
保護者の就労形態に関わらず幼児を受け入れ、教育と保育を一体的におこなう杉並区独自の幼保一体化施設です。

従来の区立幼稚園を発展的に転換し、現在区内に６園あります。また、在園児を対象に一時保育を行っています。

＊開所時間：短時間保育９時～１４時頃。長時間保育７時３０分～１８時３０分。

＊保育料：短時間保育月額 8,000 円。長時間保育月額 1８,５00 円～24,500 円（保育時間により異なります）。

一時保育一時間当たり５００円。

【小学生のお子さんが放課後利用できる施設、事業】■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■-□-■
（料金の記載のない事業は原則無料ですが、保険料・材料費等がかかる場合があります）

○学童クラブ

保護者が就労や病気等で保育できないお子さんの、放課後の生活の場です。区立学童クラブは区内に49か所あ

り、お子さんが安心して楽しく過ごせるよう、遊びや集団活動を中心にした運営を行っています。

＊対象：小学1年生から4年生まで（障害のあるお子さんは6年生まで）

＊利用時間 平日月曜～金曜 下校後（学校休業日は8時30分）～18時（延長利用は18時30分まで）

土曜日 8時30分～17時

＊利用料 月額3,000円 おやつ代 月額1,800円

〇児童館

児童館は、お子さんの遊びや自主活動支援、様々な体験プログラムや、お祭りなどの地域行事を提供している施

設です。区内に41の児童館があります。

＊利用時間 ：平日（月曜～金曜）午前10時～午後6時、土曜・日曜 午前9時～午後5時

○校庭開放

小学校の校庭を、水曜午後、土・日曜、祝日、学校休業日に、お子さんの遊び場として開放しています。（小学

校により開放日が異なる場合があります。）

○放課後子ども教室

放課後の学校で、お子さんたちが地域の中でさまざまなことに挑戦・体験できるよう、保護者や地域の方々が中

心となって、学習・スポーツや体験・交流活動の機会を提供しています。平成25年度は11校が実施しています。
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